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評　　価　　・　　提　　言　　等 提言等に対する改善方策等
①ＳＳＨについて
　ＳＳＨとして取り組んだ５年間の成果をこれか
らの教育活動にどのように生かしていくべきかを
教職員全員が理解して取り組まなければならな
い。
　ＳＳＨの継続を期待する。

②進路実現について
　西条地区から市外へ生徒が流出しないよう西条
高校の魅力を高めていく必要がある。そのために
は生徒の進路実現への期待が大きい。文系の難関
大学への合格者を出すことが大きな意味をもって
いる。

③学校のＰＲについて
　学校のアピールに努めることが重要である。言
葉で具体的に分かりやすく伝えることの必要性が
高まっている。

④ＩＣＴの活用についてについて
　ChatGPTなどのAI技術への対応を検討してお
く。Wi-fi環境の整備や全ての教員が端末を使っ
て指導できる力を付けておくことが必要である。

⑤定時制について
　定時制については、学校行事出席率、生徒会行
事出席率等が大幅に伸び、今年度十分な成果を上
げている。
　運動会では生徒と教師が一体となって行事を盛
り上げていた。
　生徒の作文に感動した。

①ＳＳＨについて
　西条市との連携を図り、ＳＤＧ
ｓを柱にしてＳＳＨについて継続
して申請をしている。５年間の成
果を次年度以降にも生かした取組
にしていく。

②進路実現について
　国際文理科への改編、ＳＳＨ事
業の指定などを受け、本校の国公
立大学合格者数、難関大学合格者
数は飛躍的に伸びている。文系に
ついても実績が出ており、市内中
学校、地域への本校の進路実績の
浸透を図る必要がある。

③学校のＰＲについて
　ホームページについて、学校の
魅力が伝わりやすいような工夫を
していく。

④ＩＣＴの活用について
　教職員のＩＣＴ活用のスキル
アップを図るための研修をさらに
充実させる。

⑤定時制について
　生徒たちの日々の努力が実を結
んで、日々の学校生活や進路実現
においても良い評価をいただい
た。今後も、生徒の状況を十分把
握して、生徒にとって必要とされ
る教育活動を推進していきたい。


